2009年度第１回東海学連総会議事録
2009/9/12

東海学連広報　大村理恵

1、 議長選出　富田真司

2、 冬合宿について

・日程
例年通り12月25日(金)～27日(日)の3日間。
・場所

砂沢→ミドルに似ているテレイン。しかし名大椙山がよく使うため静大に不利。

巴山→上級生・下級生・大学間で差が少なく公平。

　　　テレインがミドルに似ていない。

日沢→巴山より使われていなため公平。砂沢よりミドルのテレインに似ている。

　　　宿泊場が近い。デメリットが特にない。

以上の事から12月25日(金)～27日(日)に行い、場所は第一候補を日沢、第二候補を巴山とする。
→各大学の渉外がMLで承認をとる。
3、 諮問委員の承認
片岡裕太郎　花井理沙　藤森祐耶

→全員一致で承認

4、 ミドルセレクションについて
・日程について

26日(土)もしくは27日(日)　

・運営者について

１、従来通り男子4、女子１の免除者だけで運営。

２、免除者を男子2、女子1に減らし、OBにも手伝ってもらう。

インカレミドルの枠組み改変に伴い、選手権クラスを走る人は男子10、女子5前後
　　　半数近くが免除者になるのは不満が出るかもしれない。
　　　以上の事から免除者を減らしOBに手伝ってもらう２を第一候補とする。

　　　→各大学の渉外がMLで承認をとる。
5、 日本学連監事会の報告

　　　　インカレミドルでは運営者の負担・圧迫を解消するために、予選決勝方式をやめ、ミドルディスタンス競技1本の選手権を行うことが決定した。そのため、今回のミドルセレから、従来インカレミドルの予選で行われていた選手権クラス、準選手権クラスの選考を行うことになった。
6、 活動報告

・幹事長

・事務局長

・競技部長

・広報

・名大渉外

・静大渉外

・椙山渉外

（会計は欠席）
